
(57)【要約】

【課題】大出血の予兆を的確に知ることができ、危険度

に応じて警告を発することの可能な警告報知システムを

提供すること。

【解決手段】被検体の血圧、心拍数、及び体温データを

個別に計測し、それぞれのトレンドデータを作成する。

また、各トレンドデータごとに正常範囲を指定し、常時

比較する。そして、３つのトレンドデータのうち少なく

とも２つが正常範囲から逸脱した場合には、大出血の予

兆を示す警告を発生させる。また、正常範囲から逸脱し

てからの経過時間や、逸脱の程度、逸脱したデータの組

み合わせなどに応じて、警告のレベルを段階的に可変す

るようにした。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 検 体 の 血 圧 デ ー タ と 、 心 拍 数 デ ー タ と 、 体 温 デ ー タ と を 取 得 す る デ ー タ 取 得 手 段 と 、
　 前 記 血 圧 デ ー タ と 、 前 記 心 拍 数 デ ー タ と 、 前 記 体 温 デ ー タ の そ れ ぞ れ の ト レ ン ド デ ー タ
を 作 成 す る ト レ ン ド デ ー タ 作 成 手 段 と 、
　 前 記 血 圧 デ ー タ の ト レ ン ド デ ー タ と 、 前 記 心 拍 数 デ ー タ の ト レ ン ド デ ー タ と 、 前 記 体 温
デ ー タ の ト レ ン ド デ ー タ と の う ち 少 な く と も ２ つ 以 上 の ト レ ン ド デ ー タ が 正 常 範 囲 か ら 逸
脱 し た 場 合 に 、 操 作 者 に 警 告 を 報 知 す る 警 告 報 知 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 警 告
報 知 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
さ ら に 、 前 記 血 圧 デ ー タ の ト レ ン ド デ ー タ 、 前 記 心 拍 数 デ ー タ の ト レ ン ド デ ー タ 、 お よ び
、 前 記 体 温 デ ー タ の ト レ ン ド デ ー タ ご と に 、 前 記 正 常 範 囲 を 区 分 す る 閾 値 を 個 別 に 設 定 す
る た め の 範 囲 指 定 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 警 告 報 知 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 範 囲 指 定 手 段 は 、 前 記 ト レ ン ド デ ー タ ご と の 閾 値 を 前 記 被 検 体 の 既 往 歴 に 応 じ て 可 変
可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 警 告 報 知 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 範 囲 指 定 手 段 は 、 前 記 ト レ ン ド デ ー タ ご と の 閾 値 を 術 式 に 応 じ て 可 変 可 能 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 警 告 報 知 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 範 囲 指 定 手 段 は 、 前 記 ト レ ン ド デ ー タ ご と の 閾 値 を 前 記 被 検 体 の 平 常 値 に 対 す る 割 合
で 可 変 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 警 告 報 知 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ト レ ン ド デ ー タ 作 成 手 段 は 、 前 記 ト レ ン ド デ ー タ の 各 々 を 移 動 平 均 値 に よ り 算 出 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 警 告 報 知 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 警 告 報 知 手 段 は 、 正 常 範 囲 を 逸 脱 し た ト レ ン ド デ ー タ の 数 に 応 じ て 段 階 的 に 警 告 を 報
知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 警 告 報 知 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 警 告 報 知 手 段 は 、 前 記 警 告 の 段 階 に 応 じ て 警 告 音 の 高 さ を 可 変 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ７ に 記 載 の 警 告 報 知 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 警 告 報 知 手 段 は 、 前 記 警 告 の 段 階 に 応 じ て 警 告 音 の 大 き さ を 可 変 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ７ に 記 載 の 警 告 報 知 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 警 告 報 知 手 段 は 、 前 記 警 告 を 視 覚 的 に 表 示 す る 表 示 器 を 備 え 、 前 記 警 告 の 段 階 に 応 じ
て 前 記 表 示 器 に お け る 表 示 色 を 可 変 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 警 告 報 知 シ ス
テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 医 療 分 野 に お い て 被 検 体 か ら 得 た バ イ タ ル デ ー タ に 基 づ き 操 作 者 に 警 告 を
発 す る シ ス テ ム に 関 す る 。 特 に こ の 発 明 は 、 被 検 体 の 出 血 の 危 険 度 に 応 じ て 警 告 を 発 す る
シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 医 療 分 野 に お い て は 種 々 の 患 者 モ ニ タ リ ン グ 装 置 が 開 発 さ れ て お り 、 こ れ ら の 装 置 に よ
り 患 者 や 術 者 の 得 ら れ る メ リ ッ ト は ま す ま す 大 き く な っ て き て い る 。 手 術 中 の 患 者 の 周 囲
に は 麻 酔 の た め の 設 備 機 器 や 心 電 図 モ ニ タ な ど が 所 狭 し と 配 置 さ れ 、 操 作 者 は こ れ ら の 装
置 か ら 出 力 さ れ る 画 像 や 音 な ど に よ り 患 者 の 状 態 変 化 を 知 る こ と が で き る （ 例 え ば 特 許 文
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献 １ ～ ３ を 参 照 ） 。 特 許 文 献 １ に は 、 取 得 し た 患 者 情 報 に 予 め し き い 値 を 設 定 し 、 患 者 情
報 が し き い 値 を 越 し た 際 に 警 告 を 発 生 す る シ ス テ ム が 開 示 さ れ る 。 特 許 文 献 ２ に は 、 或 る
患 者 情 報 に つ い て そ の 数 値 の 変 化 を 常 時 モ ニ タ リ ン グ し 、 数 値 に 応 じ て 異 な る 警 告 を 発 生
す る シ ス テ ム が 開 示 さ れ る 。 特 許 文 献 ３ に は 、 心 電 図 信 号 の 周 波 数 領 域 で の 解 析 を 行 う シ
ス テ ム が 開 示 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ ０ １ － ５ ０ １ ８ ４ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ６ ５ ５ ７ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ２ ０ ０ ４ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 近 年 で は 単 一 の 患 者 情 報 か ら 得 ら れ る 医 学 的 な 意 味 の ほ か 、 複 数 の 情 報 を 組
合 わ せ て 新 た な 医 学 的 な 知 見 を 得 る こ と が 可 能 と な っ て き て い る 。 最 近 の 学 会 等 の 報 告 に
よ れ ば 、 手 術 中 の 小 出 血 が 大 出 血 に な る 予 兆 と し て 高 度 低 血 圧 、 心 拍 数 の 増 加 、 皮 膚 温 度
の 低 下 が 同 時 に お こ る こ と が 確 認 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 上 記 し た よ う に 、 既 存 の 警 告 シ ス テ ム は い ず れ も 個 別 の 患 者 情 報 に 基 づ い
て 警 告 を 発 す る に 留 ま り 、 複 数 の 患 者 情 報 を 組 合 わ せ て 新 た な 意 味 の あ る 情 報 と し て 警 告
を 発 す る よ う な シ ス テ ム は 知 ら れ て い な い 。 例 え ば 大 出 血 に 関 し て は 、 血 圧 デ ー タ と 、 心
拍 数 デ ー タ と 、 体 温 デ ー タ と を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 そ の 予 兆 を 事 前 に 知 る こ と が で
き る 可 能 性 が あ る こ と が 、 第 １ ５ 回 日 本 臨 床 モ ニ タ ー 学 会 総 会 （ ２ ０ ０ ４ 年 ４ 月 開 催 ） 等
に て 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に よ り な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 大 出 血 の 予 兆 を 的 確 に 知 る こ と
が で き 、 危 険 度 に 応 じ て 警 告 を 発 す る こ と の 可 能 な 警 告 報 知 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 被 検 体 の 血 圧 デ ー タ と 、 心 拍 数 デ
ー タ と 、 体 温 デ ー タ と を 取 得 す る デ ー タ 取 得 手 段 と 、 前 記 血 圧 デ ー タ と 、 前 記 心 拍 数 デ ー
タ と 、 前 記 体 温 デ ー タ の そ れ ぞ れ の ト レ ン ド デ ー タ を 作 成 す る ト レ ン ド デ ー タ 作 成 手 段 と
、 前 記 血 圧 デ ー タ の ト レ ン ド デ ー タ と 、 前 記 心 拍 数 デ ー タ の ト レ ン ド デ ー タ と 、 前 記 体 温
デ ー タ の ト レ ン ド デ ー タ と の う ち 少 な く と も ２ つ 以 上 の ト レ ン ド デ ー タ が 正 常 範 囲 か ら 逸
脱 し た 場 合 に 、 操 作 者 に 警 告 を 報 知 す る 警 告 報 知 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 警 告
報 知 シ ス テ ム が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 手 段 を 講 じ る こ と に よ り 、 被 検 体 の 血 圧 と 、 心 拍 数 と 、 体 温 の そ れ ぞ れ の ト
レ ン ド デ ー タ が 作 成 さ れ 、 こ れ ら の デ ー タ の 組 み 合 わ せ に 基 づ い て 大 出 血 の 予 兆 に 関 す る
新 た な 知 見 を 得 る こ と が 可 能 に な る 。 各 ト レ ン ド デ ー タ に は デ フ ォ ル ト で 、 あ る い は 事 前
の デ ー タ 入 力 に よ り 正 常 範 囲 が 設 定 さ れ 、 少 な く と も ２ つ の ト レ ン ド デ ー タ が 正 常 範 囲 か
ら 逸 脱 す る と 操 作 者 に 警 告 が 報 知 さ れ る 。 従 っ て シ ス テ ム の 操 作 者 は 大 出 血 の 予 兆 を よ り
的 確 に 、 か つ 事 前 に 知 る こ と が で き 、 患 者 お よ び 術 者 の 双 方 に と り 大 き な メ リ ッ ト を 得 る
こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 大 出 血 の 予 兆 を 的 確 に 知 る こ と が で き 、 危 険 度 に 応 じ て 警 告 を 発 す る
こ と の 可 能 な 警 告 報 知 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 わ る 警 告 報 知 シ ス テ ム の 一 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図
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１ に お い て 、 デ ー タ 入 力 部 １ は 各 種 セ ン サ や 診 断 装 置 （ 図 示 せ ず ） か ら 取 得 さ れ る 、 患 者
に 関 連 す る バ イ タ ル デ ー タ を シ ス テ ム に 入 力 す る 。 こ の 実 施 形 態 で は 患 者 の 血 圧 、 心 拍 数
、 お よ び 体 温 を バ イ タ ル デ ー タ の 一 例 と し て 採 り あ げ る 。 血 圧 は 最 高 血 圧 お よ び 最 低 血 圧
を 含 み 、 体 温 は 例 え ば 皮 膚 表 面 温 度 で あ る 。 ま た 心 拍 数 の 代 わ り に 心 電 図 や 心 電 音 を 入 力
し て も 良 い 。 こ の 場 合 に は 心 電 図 ま た は 心 電 音 か ら Ｒ － Ｒ 間 隔 を 計 測 し 、 そ の 時 間 幅 を 患
者 バ イ タ ル デ ー タ と す る と 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 コ ン ソ ー ル ２ は 、 操 作 者 か ら の 指 示 や 指 令 な ど を シ ス テ ム に 入 力 す る た め の 手 段 で あ り
、 例 え ば キ ー ボ ー ド な ど を 備 え る 。 な お タ ッ チ パ ネ ル 型 の デ ィ ス プ レ イ や 、 ラ イ ト ペ ン 、
マ ウ ス 等 の 指 示 デ バ イ ス を 用 い る こ と も で き る 。 特 に コ ン ソ ー ル ２ は 、 各 種 患 者 バ イ タ ル
デ ー タ の 正 常 範 囲 を 指 定 し て シ ス テ ム に 入 力 す る た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 演 算 処 理 部 ３ は 、 コ ン ソ ー ル ２ を 介 し て 指 定 さ れ た 正 常 範 囲 と 、 デ ー タ 入 力 部 １ か ら 与
え ら れ る 各 種 患 者 バ イ タ ル デ ー タ を 重 ね 合 わ せ た 表 示 画 面 を 作 成 す る 。 こ の 表 示 画 面 は 表
示 器 ４ に 表 示 さ れ る 。 ま た 演 算 処 理 部 ３ は 、 各 種 バ イ タ ル デ ー タ ご と に ト レ ン ド デ ー タ を
算 出 し 、 各 ト レ ン ド デ ー タ と 正 常 範 囲 と を リ ア ル タ イ ム で 比 較 し て 逸 脱 の 有 無 を 監 視 す る
。 こ の 監 視 の 結 果 、 正 常 範 囲 か ら 逸 脱 し た ト レ ン ド デ ー タ が あ る 場 合 に は 、 演 算 処 理 部 ３
は 表 示 器 ４ 、 あ る い は ス ピ ー カ ５ を 介 し て 操 作 者 に 警 告 を 報 知 す る 。 特 に 演 算 処 理 部 ３ は
、 正 常 範 囲 か ら の 逸 脱 の 程 度 に 応 じ て 警 告 を 段 階 的 に 発 生 さ せ 、 警 告 段 階 に 応 じ て そ の 発
生 の 仕 方 （ 表 示 器 ４ に お け る 色 分 け 、 あ る い は ス ピ ー カ ５ か ら の 警 告 音 の 大 き さ 、 高 さ な
ど ） を 変 化 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 演 算 処 理 部 ３ に よ り 処 理 さ れ た デ ー タ 、 お よ び 新 た に 作 成 さ れ た デ ー タ は 、 表 示 器 ４ や
ス ピ ー カ ５ に よ っ て 、 操 作 者 や そ の 他 の 術 者 に 報 知 さ れ る 。 記 録 部 ６ は 、 デ ー タ 入 力 部 １
か ら 与 え ら れ る 患 者 バ イ タ ル デ ー タ 、 あ る い は 演 算 処 理 部 ３ に よ り 演 算 処 理 さ れ た 各 種 デ
ー タ を 記 録 す る 。 特 に 記 録 部 ６ は 、 各 バ イ タ ル デ ー タ ご と に 正 常 範 囲 の 閾 値 を 記 憶 し 、 演
算 処 理 部 ３ に よ る 比 較 に 供 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ト レ ン ド デ ー タ の 正 常 範 囲 は 、 表 １ に 示 す よ う に 術 式 に 応 じ て 指 定 さ れ る 。 　
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ４ 】
　 表 １ に 示 す よ う に 、 術 式 の リ ス ク 度 合 い に 応 じ て 正 常 範 囲 の 閾 値 は 変 わ る 。 例 え ば 腹 部
の 腫 瘍 摘 出 手 術 な ど に お い て 、 腹 腔 鏡 下 と 開 腹 下 で の リ ス ク に 応 じ て 異 な る 閾 値 が 設 定 さ
れ る 。 表 １ で は 腹 腔 鏡 下 に お け る リ ス ク が よ り 高 い こ と が 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 表 １ の 値 は 術 式 ご と に 予 め 決 め ら れ て い る デ フ ォ ル ト 値 で あ り 、 記 録 部 ６ に デ ー タ ベ ー
ス 化 さ れ て 格 納 さ れ る 。 コ ン ソ ー ル ２ を 介 し て 術 式 が 指 定 さ れ る と 、 ま た は 病 院 内 の 情 報
シ ス テ ム か ら 術 式 デ ー タ が 入 力 さ れ る と 、 そ の 術 式 に 応 じ た 血 圧 ・ 心 拍 ・ 体 温 の デ フ ォ ル
ト 値 が 記 録 部 ６ か ら 読 み 出 さ れ る 。 読 み 出 さ れ た 値 は シ ス テ ム に 設 定 さ れ る と と も に 、 表
示 器 ４ に 表 示 さ れ る 。 正 常 範 囲 が 指 定 さ れ た の ち デ ー タ 入 力 部 １ に よ る 各 種 患 者 バ イ タ ル
デ ー タ の 取 得 が 開 始 さ れ る と 、 表 示 器 ４ に お い て 図 ２ に 示 す 表 示 が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の 表 示 器 ４ の 表 示 内 容 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 表 示 器 ４
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に は 複 数 の 患 者 バ イ タ ル デ ー タ が 表 示 さ れ 、 各 デ ー タ ご と に 正 常 範 囲 と 正 常 を 逸 脱 し た 範
囲 （ 網 掛 け 部 分 ） と が 色 分 け し て 表 示 さ れ る 。 そ れ ぞ れ の バ イ タ ル デ ー タ は 時 間 の 経 過 と
共 に 画 面 左 側 か ら 新 規 の デ ー タ が 現 れ 、 右 側 に 向 か っ て ス ク ロ ー ル し て い く 。 グ ラ フ が 右
端 に 達 す る と そ の デ ー タ の 表 示 は 終 了 し 、 再 び 左 端 か ら グ ラ フ 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ に お い て 、 上 か ら 順 に 血 圧 デ ー タ 、 心 電 図 デ ー タ 、 体 温 デ ー タ が 表 示 さ れ る 。 血 圧
デ ー タ に お い て は グ ラ フ 上 が 最 高 血 圧 の 経 過 を 示 し 、 下 が 最 低 血 圧 の 経 過 を 示 す 。 図 ２ か
ら 判 る よ う に 、 血 圧 の ト レ ン ド デ ー タ は 徐 々 に 低 下 す る 傾 向 を 示 し て お り 、 現 状 で は 最 高
血 圧 、 最 低 血 圧 と も に 正 常 範 囲 を 逸 脱 し て い る 。 そ こ で 危 険 を 示 す 赤 の 表 示 色 が グ ラ フ 右
側 に 表 示 さ れ る 。 さ ら に そ の 右 欄 に は 現 在 の 最 高 及 び 最 低 血 圧 値 が 参 考 デ ー タ と し て 表 示
さ れ る 。 図 ２ に お い て は 最 高 血 圧 値 と し て ９ ０ が 表 示 さ れ 、 最 低 血 圧 と し て ３ ５ が 表 示 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ の 血 圧 デ ー タ に お い て は 、 時 系 列 の 血 圧 デ ー タ が 最 高 血 圧 、 最 低 血 圧 と も に 正 常 範
囲 外 に 逸 脱 し た こ と が 示 さ れ て い る 。 ま た 血 圧 デ ー タ の 移 動 平 均 が 演 算 処 理 部 ３ に よ り 算
出 さ れ 、 ト レ ン ド と し て 血 圧 値 が 低 下 す る 傾 向 が 見 ら れ る 。 演 算 処 理 部 ３ は 演 算 デ ー タ と
記 録 部 ６ の 閾 値 デ ー タ と の 比 較 に よ り こ の こ と を 認 識 し 、 危 険 度 の よ り 高 い 赤 色 を 表 示 す
る 。 時 系 列 デ ー タ 、 ま た は ト レ ン ド デ ー タ の 一 方 が 危 険 領 域 内 に あ る 場 合 に は 黄 色 の 表 示
と な る し 、 時 系 列 デ ー タ が 正 常 範 囲 内 で あ れ ば 、 緑 の 表 示 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 図 ２ の 心 電 図 デ ー タ に お い て 上 側 は 計 測 さ れ た 心 電 図 デ ー タ を 時 系 列 的 に 示 し 、
そ の 直 下 に 、 心 電 図 デ ー タ か ら 取 得 し た Ｒ － Ｒ 間 隔 を 時 間 に 対 し て 曲 線 状 に 結 ん で グ ラ フ
化 し た デ ー タ を 示 す 。 右 欄 の 数 値 ４ ５ は Ｒ － Ｒ 間 隔 の 現 在 値 を 示 す 。 心 電 図 デ ー タ に お い
て も Ｒ － Ｒ 間 隔 が 正 常 範 囲 を 逸 脱 し た こ と が 示 さ れ 、 こ れ に 応 じ て 警 告 の 黄 色 が 表 示 さ れ
て い る 。 な お 血 圧 デ ー タ に 比 べ 、 Ｒ － Ｒ 間 隔 の 移 動 平 均 が 低 下 し だ し て か ら そ れ ほ ど の 時
間 は 経 過 し て い な い の で 、 危 険 度 の そ れ ほ ど 高 く な い 黄 色 表 示 が 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ の 体 温 デ ー タ に お い て は 、 皮 膚 温 度 の 変 化 が 時 系 列 的 に 示 さ れ る 。 数 値 ３ ６ に よ り
、 現 時 点 に お け る 体 温 は ３ ６ 度 で あ る こ と が 示 さ れ る 。 こ こ で は 皮 膚 温 度 が 正 常 範 囲 内 で
あ り 、 移 動 平 均 に よ る 低 下 傾 向 も 示 さ れ て い な い の で 、 緑 色 の 表 示 と な る 。 こ こ で も 皮 膚
温 度 の 瞬 時 デ ー タ が 正 常 範 囲 外 に 逸 脱 す れ ば 警 告 表 示 は 黄 色 に な る し 、 さ ら に 移 動 平 均 の
グ ラ フ が 低 下 傾 向 を 示 せ ば 、 警 告 表 示 は 赤 色 に 変 わ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ に お い て は 、 血 圧 、 心 電 図 、 体 温 の ３ 種 の 患 者 バ イ タ ル デ ー タ の 移 動 平 均 を 算 出 し
、 そ の 低 下 傾 向 を 加 味 し て 危 険 度 を 判 断 し て い る 。 こ れ に 代 え て 、 各 時 刻 に お け る 現 時 点
の 生 デ ー タ （ 時 系 列 デ ー タ ） と 移 動 平 均 値 と を 比 較 し 、 生 デ ー タ が 移 動 平 均 値 を 下 回 っ て
い る 場 合 に 赤 の 警 告 表 示 を す る よ う に し て も 良 い 。 特 に 、 各 表 示 色 に 合 わ せ て 合 成 音 声 を
ス ピ ー カ ５ か ら 出 力 す る こ と で 危 険 を 術 者 に 告 知 し た り 、 ど の 患 者 バ イ タ ル デ ー タ が 正 常
範 囲 外 に 逸 脱 し た か を 併 せ て 告 知 す る よ う に す れ ば 、 術 者 が 術 野 領 域 に 集 中 し て い た と し
て も 危 険 を 容 易 に 術 者 に 伝 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 と こ ろ で こ の 実 施 形 態 で は 、 血 圧 の ト レ ン ド デ ー タ と 、 心 拍 数 の ト レ ン ド デ ー タ と 、 体
温 の ト レ ン ド デ ー タ と の 相 互 の 関 係 に 着 目 し 、 い ず れ か ２ つ が 正 常 領 域 か ら 逸 脱 し た 場 合
に は 別 の 警 告 を 表 示 す る よ う に す る 。 例 え ば 図 ２ に お い て は ＜ 注 意 ＞ を 示 す 警 告 表 示 が 、
各 バ イ タ ル デ ー タ の 警 告 と は 別 に 表 示 さ れ る 。 こ れ は 大 出 血 の 予 兆 を 警 告 す る も の で あ り
、 上 記 ３ つ の バ イ タ ル デ ー タ の 変 化 か ら 予 測 し 得 る こ と が 近 年 の 研 究 か ら 明 ら か に な っ て
い る 。 図 ２ に お い て は 血 圧 お よ び 心 拍 数 の ト レ ン ド デ ー タ が 正 常 範 囲 を 逸 脱 し て お り 、 こ
れ に ＜ 注 意 ＞ の 表 示 が 対 応 付 け ら れ る 。 ま た こ の 状 態 が 継 続 す れ ば 、 よ り 危 険 度 の 高 い ＜
警 告 ＞ が 表 示 さ れ 、 そ の 色 も 例 え ば 黄 色 か ら 赤 へ と 変 化 さ せ る 。 さ ら に ス ピ ー カ ５ か ら の
報 知 メ ッ セ ー ジ も 段 階 的 に 音 量 を 大 き く し た り 、 メ ッ セ ー ジ 内 容 を 変 え た り 、 音 程 を 上 げ
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た り し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 血 圧 と 心 拍 数 と の 組 み 合 わ せ に 限 ら ず 、 心 拍 数 の ト レ ン ド デ ー タ と 体 温 の ト レ ン
ド デ ー タ と が 正 常 範 囲 を 逸 脱 し た 場 合 に も 、 同 様 の 警 告 を 発 す る よ う に し て も 良 い 。 特 に
、 こ の 両 デ ー タ の 組 み 合 わ せ の リ ス ク が よ り 高 け れ ば 、 最 初 か ら ＜ 警 告 ＞ の 旨 を 発 す る よ
う に し て も 良 い 。 さ ら に 、 血 圧 、 心 拍 数 お よ び 体 温 の ト レ ン ド デ ー タ が 全 て 正 常 範 囲 外 に
移 れ ば 、 直 ち に ＜ 警 告 ＞ を 表 示 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に こ の 実 施 形 態 で は 、 被 検 体 の 血 圧 、 心 拍 数 、 及 び 体 温 デ ー タ を 個 別 に 計 測 し
、 そ れ ぞ れ の ト レ ン ド デ ー タ を 作 成 す る 。 ま た 、 各 ト レ ン ド デ ー タ ご と に 正 常 範 囲 を 指 定
し 、 常 時 比 較 す る 。 そ し て 、 ３ つ の ト レ ン ド デ ー タ の う ち 少 な く と も ２ つ が 正 常 範 囲 か ら
逸 脱 し た 場 合 に は 、 大 出 血 の 予 兆 を 示 す 警 告 を 発 生 さ せ る 。 ま た 、 正 常 範 囲 か ら 逸 脱 し て
か ら の 経 過 時 間 や 、 逸 脱 の 程 度 、 逸 脱 し た デ ー タ の 組 み 合 わ せ な ど に 応 じ て 、 警 告 の レ ベ
ル を 段 階 的 に 可 変 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に し た の で 、 操 作 者 は 大 出 血 の 予 兆 の 度 合 い に 応 じ た 警 告 を 受 け 取 る こ と が で
き 、 医 療 行 為 の 継 続 、 中 断 、 緊 急 対 応 等 の 判 断 を 容 易 に 行 え る よ う に な る 。 特 に 、 大 出 血
の 予 兆 を そ れ 単 独 で 検 出 可 能 な セ ン サ は 無 く 、 こ の 実 施 形 態 に よ り 医 療 関 係 者 に 新 た な 情
報 を 提 供 す る こ と が 可 能 に な る の で 、 医 療 現 場 に お い て は 大 き な メ リ ッ ト と な る 。 以 上 の
こ と か ら 、 大 出 血 の 予 兆 を 的 確 に 知 る こ と が で き る よ う に な り 、 危 険 度 に 応 じ て 警 告 を 発
す る こ と の 可 能 な 警 告 報 知 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 上 記 実 施 形 態 で
は 患 者 の 血 圧 、 心 電 図 （ 心 拍 数 ） 、 体 温 に 注 目 し た が 、 こ の ほ か 酸 素 飽 和 度 や 体 内 イ オ ン
濃 度 、 あ る い は 麻 酔 深 度 な ど の バ イ タ ル デ ー タ を 計 測 し 、 他 の バ イ タ ル デ ー タ と 組 み 合 わ
せ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 表 １ に 代 え て 、 各 ト レ ン ド デ ー タ の 正 常 範 囲 は 術 式 が 同 じ で あ っ て も 患 者 の 既 往
歴 の 有 無 に 応 じ て 可 変 す る こ と も で き る 。 当 然 な が ら 、 表 ２ に 示 す よ う に 過 去 に 手 術 歴 の
あ る 患 者 に お い て は リ ス ク が 高 い こ と が 考 え ら れ る 。 患 者 ご と の 既 往 歴 は 電 子 化 さ れ た カ
ル テ デ ー タ な ど の か た ち で 記 録 部 ６ に 予 め 記 憶 さ れ て お り 、 手 術 に 際 し て は そ の デ ー タ を
読 み 出 し て 正 常 範 囲 の 設 定 に 用 い る 。 　
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 各 ト レ ン ド デ ー タ の 閾 値 は 、 表 ３ に 示 す よ う に 被 検 体 の 平 常 値 に 対 す る 割 合 で
指 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。 例 え ば 術 式 の 違 い に 応 じ て 閾 値 を パ ー セ ン テ ー ジ で 指 定 す る
こ と に よ り 、 患 者 ご と の 平 常 値 の 違 い に 応 じ た 値 を 指 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。 な お 表 （
１ ） ～ （ ３ ） に 示 す 値 は 一 例 で あ り 、 患 者 ご と の 個 人 差 に 応 じ た 術 者 の 知 見 に よ り 自 由 に
可 変 設 定 す る こ と が で き る 。 　
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の ほ か 、 手 術 対 象 の 患 者 に 対 し て 過 去 に 実 施 さ れ た 手 術 の デ ー タ が あ れ ば 、 そ の と き
の 術 式 や バ イ タ ル デ ー タ の 解 析 値 な ど も 参 酌 し て ト レ ン ド デ ー タ の 閾 値 が 設 定 さ れ る 。 こ
の よ う に 各 ト レ ン ド デ ー タ の 正 常 範 囲 は 患 者 ご と に 、 術 式 ご と に 、 あ る い は 患 者 の 普 段 か
ら の 状 態 に 基 づ い て 種 々 に 可 変 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に こ の 発 明 は 、 実 施 段 階 で は そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体
化 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 開 示 さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 わ せ に よ
り 、 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実 施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成
要 素 を 削 除 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 わ る 警 告 報 知 シ ス テ ム の 一 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 表 示 器 ４ の 表 示 内 容 を 示 す 模 式 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ … デ ー タ 入 力 部 、 ２ … コ ン ソ ー ル 、 ３ … 演 算 処 理 部 、 ４ … 表 示 器 、 ５ … ス ピ ー カ 、 ６
… 記 録 部
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